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２０１４年３月期決算見通し
２０１４年３月期第２四半期決算概況
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（百万円）

２０１３年３月期第２四半期 ２０１４年３月期第２四半期

構成比（%） 構成比（％）
前年同四半期比

（％）

売上高 ５,０４９ １００.０ ５,２４６ １００.０ ３.９

営業利益 ５７ １.１ ３０４ ５.８ ４３３.８

経常利益 △３８ － ２１０ ４.０ －

純利益 △３４ － １２５ ２.４ －

2014年3月期第2四半期 決算概況（連結）

売上高

営業利益

前年同四半期比３.９％増の５,２４６百万円

前年同四半期比４３３.８％増の３０４百万円
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2014年3月期第2四半期 決算概況（シダー単体）

（百万円）

２０１３年３月期第２四半期 ２０１４年３月期第２四半期

構成比（%） 構成比（％）
前年同四半期比

（％）

売上高 ４,７８７ １００.０ ４,９７５ １００.０ ３.９

営業利益 ６０ １.３ ２８４ ５.７ ３７３.３

経常利益 △３２ － １９４ ３.９ －

純利益 △２８ － １０９ ２.２ －
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（百万円）

２０１３年３月期第２四半期 ２０１４年３月期第２四半期

構成比（%） 構成比（％）
前年同四半期比

（％）

売上高 ５,０４９ １００.０ ５,２４６ １００.０ ３.９

デイサービス事業 １,６０５ ３１.８ １,６７２ ３１.９ ４.１

施設サービス事業 ３,０４８ ６０.４ ３,１９６ ６０.９ ４.８

在宅サービス事業 ３９５ ７.８ ３７７ ７.２ △４.５

2014年3月期第2四半期セグメント決算概況

■ セグメント売上高（連結）
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（百万円）

２０１３年３月期第２四半期 ２０１４年３月期第２四半期

構成比（%） 構成比（％）
前年同四半期比

（％）

利益 ３４６ １００.０ ６０７ １００.０ ７５.６

デイサービス事業 １１２ ３２.４ ２４７ ４０.７ １２０.３

施設サービス事業 ２３７ ６８.７ ３６０ ５９.４ ５１.８

在宅サービス事業 △３ － ０ － －

2014年3月期第2四半期セグメント決算概況

■ セグメント利益（連結）



デイサービス事業

・売上高1,6７２百万円
・「７時間以上９時間未満」のサービス提供時間を採用し、サービス内容と
質の向上を努めた。

・山梨県甲府市にデイサービスを新規開設（201３年11月1日開所）。

（百万円）
売上高

（百万円）
売上総利益

デイサービス売上高（全体）の推移
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施設サービス事業

・売上高3,１９６百万円
・有料老人ホームの入居者獲得に注力し、新規施設を含む全ての居室数に対しての
入居率8８.３％（201３年９月30日）。

・千葉県佐倉市に有料老人ホームを新規開設（201３年10月1日開所）。

売上高
（百万円） （百万円）

売上総利益施設サービス売上高（全体）の推移
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2014年3月期第2四半期セグメント決算概況
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在宅サービス事業
売上高
（百万円）

（百万円）
売上総利益

在宅サービス売上高(全体）の推移

・売上高３７７百万円
・利益率改善のために人員配置や業務手順の見直し等、効率的な運営に取り組む。
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2014年3月期第2四半期セグメント決算概況



11

2014年3月期決算見通し（連結）

（百万円）

2013年3月期
2014年3月期

（予想）

構成比（%） 構成比（%） 前年同期比（%）

売上高 １０,０９７ １００.０ １０,７９２ １００.０ ６.９

営業利益 １９８ ２.０ ５２２ ４.８ １６２.５

経常利益 １ － ３１２ ２.９ －

当期利益 △１３ － １７２ １.６ －

売上高 前年同期比６.９％増の１０,７９２百万円

・デイサービス事業「７時間以上９時間未満」のサービス提供時間を採用し、
サービス内容と質の向上を努めた。

・有料老人ホーム2施設、デイサービス１施設を新規開設。

営業利益 前年同期比１６２.５％増の５２２百万円

経常利益 １百万円から３１２百万円

・効率的な施設運営と経費削減に取り組むことで利益率の改善に注力。
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株式の分割について

●株式分割の目的
株式分割を行い投資単位当たりの金額を引き下げることにより、当社株式流動性の
向上と投資家層の更なる拡大を図ることを目的とするもの。

●株式分割の方法
平成25年12月31日（火）を基準日として、同日最終の株主名簿に記載または
記録された株主が所有する普通株式を１株につき２株の割合を持って分割を行う。

●日程
基準日公告日 ： 平成25年12月16日（月）

基 準 日 ： 平成25年12月31日（火）
※同日は株主名簿管理人の休業日につき、実質的には平成25年12月30日（月）
効 力 発生 日 ： 平成26年 1月 1日（水）



配当予想の修正について

１株当たり配当

第2四半期末
円 銭

期末
円 銭

合計
円 銭

（注１） 前回予想
（平成25年5月14日）

０． ００ ５． ００ ５． ００

今回修正予想 （注２） ４． ００ （注２） ４． ００

当期実績 ０． ００

（参考）前期実績（注１） ０． ００ ０． ００ ０． ００
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●今回の株式分割に伴い、また、より一層の株主還元を充実させるため、
平成25年5月14日に発表致しました2014年3月期の一株当たり配当金
を以下の通り修正。
分割実施を考慮しない場合の期末配当は「8円」であり、前回予想と
比べて1株当たり3円の増配。

（注１）株式分配前の配当となります。
（注２）株式分割後の配当であり、分割実施を考慮しない場合期末配当金は、1株当たり８円となります。
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会社概要



会社概要 （２０１３年１１月１日現在）
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設 立 ： １９８１年１０月

本 社 ： 福岡県北九州市

資 本 金 ： ４億３２２８万円

事業内容 ： デイサービス
介護付有料老人ホーム
訪問看護（訪問リハビリ）
ホームヘルプサービス
ケアプラン
グループホーム
ショートスティ
小規模多機能型居宅介護

従業員数 ： １6１１名（連結）

拠 点 数 ： ８５拠点 （連結）

シダー本社ビル
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シダー介護事業の考え方

日常の生活の中で、活動量を上げる為

仲間作りや趣味作り、自身で運動習慣を身に

つけていただくためのサービスを提供します。

週１回のデイサービスでのトレーニング

（リハビリ）のみの活動量だけでは、体を維持

する又は改善するには足りないと考えています。



各事業について
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ゆとりある空間を活かしたメリット

◎トレーニングルーム・カラオケ・シアター・
大浴場・マッサージ・喫煙ルームなど各個人に
合った活動を楽しめる空間造りが可能

デイサービスの施設基準

利用者1人当たり3平方メートル以上とすること。

〈例〉30名定員の場合 ： 3㎡×30名= 90㎡以上

80名定員の場合 ： 3㎡×80名=240㎡以上

大型デイサービス中心の施設展開

20



一般的なデイサービスとの比較

一般的なデイサービス

ゆとりのあるスペースで
多目的なサービスが導入可能

大規模型デイサービス

（３０人規模施設 ９０㎡） （８０人規模施設 ２４０㎡）

喫茶コーナー

カラオケ
ルーム

シアター
ルーム

マッサージ
ルーム

21
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リハビリテーションに重点を置いた施設運営
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新規開設施設 ～甲府南ＤＳ～

２０１３年１１月１日開設

甲府南デイサービス

定員数 68名

山梨県甲府市
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有料老人ホームの考え方
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1階フロアでは、スタッフが
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同様に介護サービスを提供
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新規開設施設 ～ラ・ナシカ さくら～

２０１３年１０月１日開設

ラ・ナシカ さくら

部屋数 ６０室

千葉県佐倉市
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新規開設施設 ～ラ・ナシカ さいたま～

２０１４年１月開設予定

ラ・ナシカ さいたま

部屋数 ６０室

埼玉県さいたま市

注：開設前なので写真はイメージです。
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今後の事業展開 計画地域
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（２０１３年１１月３０日現在）

埼玉県さいたま市 ６０室
ラ・ナシカ さいたま
2014年1月開設予定

予定
（合計部屋数：230室）

千葉県佐倉市 ６０室
ラ・ナシカ さくら
2013年10月開設

静岡県島田市 ６０室
ラ・ナシカ しまだ
2014年開設予定

静岡県静岡市 ５０室
ラ・ナシカ 三保の松原

2014年開設予定

長野県松本市 ６０室
ラ・ナシカ まつもと弐番館（仮）

2014年開設予定

開設済
（合計部屋数：60室）



福岡県
デイサービス１４施設

訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ５施設

ヘルパーステーション3施設

ケアプランセンター６施設
グループホーム１施設

有料老人ホーム６施設

岡山県
有料老人ホーム3施設
小規模多機能型居宅介護1施設

山口県
デイサービス２施設
訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ1施設

愛媛県
有料老人ホーム１施設

香川県
有料老人ホーム１施設

大阪府
有料老人ホーム２施設

滋賀県
デイサービス１施設

北海道
有料老人ホーム3施設
ケアプランセンター１施設

千葉県
デイサービス７施設

ケアプランセンター2施設
有料老人ホーム４施設

茨城県
有料老人ホーム１施設

有料老人ホーム3施設

長野県

東京都
デイサービス１施設
有料老人ホーム１施設
グループホーム１施設

山梨県

有料老人ホーム2施設
デイサービス２施設

秋田県
有料老人ホーム１施設
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デイサービス１施設

有料老人ホーム１施設
愛知県

デイサービス１施設

宮城県
有料老人ホーム１施設

神奈川県
有料老人ホーム１施設

現在の事業所数

埼玉県
有料老人ホーム１施設デイサービス１施設

栃木県
有料老人ホーム１施設

ケアプランセンター１施設

１９都道府県
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今後の事業イメージ

有料老人ホーム

（病院・ケアマネージャー・老人会など）
地域のネットワーク作り

一般・健康な高齢者向けの健康教室開催

訪問看護ST

訪問リハビリST

地域ネットワークや
健康教室から

新規利用者獲得へ

施設から在宅まで総合的な
リハビリの提供を行う

デイサービス
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ラ・ナシカ こうふ
2009年5月1日

開設

甲府デイサービス
2010年5月1日

開設

事業モデル（既存施設を基に新たな施設を展開）

訪問看護ＳＴ準備室
甲府デイサービスセンター

内設置

甲府南デイサービス
2013年11月1日開設
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今後の動向

通所介護サービス

機能訓練型
レスパイト型
認知症型
お泊り型

多様なサービスの種類

・サービス提供時間
・事業所の規模

小規模事業所については、介護報酬単価が
高く設定されており、参入事業所数の増加が

顕著な状況

小規模型事業所：7,075事業所 全体の37%（平成18年4月）

17,963事業所 全体の51%（平成25年3月）

（＋153％）

通所介護全体 :19,075事業所 （平成18年4月）

35,453事業所（平成25年3月）

（＋ 83％）

通所介護の請事業所数の増加

（事業所数）

出典：社会保障審議会介護保険部会（第48回）
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今後の動向

小規模型通所介護 増加
地域との連携や運営の透明性確保の為

『地域密着型通所介護』等への移行（総量規制）

○平成28年4月までの間で施行
○運営基準の条例制定
（施行日から1年間の経過措置）

○地域密着型通所介護等の推進

平成27～29年度 平成30年度～

現行

都
道
府
県
指
定

見直し案

大規模型
【前年度１ヵ月当たり平均利用延人員数：750人越】

認知症対応型

通常模型
【前年度１ヵ月当たり平均利用延人員数：300人越】

小規模型
【前年度１ヵ月当たり平均利用延人員数：300人以内】

大規模型

通常規模型

大規模型／通常規模型のサテライト事業所

地域密着型通所介護

小規模多機能型居宅介護のサテライト型事業所

認知症対応型

都
道
府
県
が
指
定

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

（
市
町
村
が
指
定
）市

町
村

指
定

出典：社会保障審議会介護保険部会（第48回）



今後の動向
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要支援者の訪問介護、通所介護の総合事業への移行
（介護予防・生活支援サービス事業）

予防給付によるサービス

・訪問介護
・通所介護

・特定施設入居者生活介護
・訪問看護
・訪問リハビリテーション
・通所リハビリテーション
・短期入所療養介護
・認知症対応型通所介護
・小規模多機能型居宅介護

従来通り
予防給付で行う

新しい総合事業によるサービス
（介護予防・生活支援サービス事業）

・訪問型サービス
多様な担い手による生活支援

・通所型サービス
ﾐﾆﾃﾞｲなどの通い場
運動、栄養、口腔ケアの教室

・生活支援サービス（配食・見守り等）
介護事業所による訪問型・通所型サービス

○多様な主体による柔軟な取り組みにより効果的かつ効率的にサービスを提供
できるように予防給付の訪問介護、通所介護は事業に全て移行また、
その他のサービスは予防給付によるサービスを利用。 出典：社会保障審議会介護保険部会（第48回）



サービス研修

•美化・サービス研修

•各種勉強会

入職時研修

•入職時オリエンテーション

•入社時研修

•実務研修

サービスの基本を研修し、サービスの向上を目的とした研修

管理育成研修

•管理者研修

•副管理者研修

•リーダー研修

•サブリーダー研修

スキルアップ研修

• 介護職員初任者研修

• 介護福祉士受験対策講習

• 介護支援専門員受験対策講
習

• 健康運動指導士

• 社会福祉主事

組織を運営していける人材の育成を目的とした研修

今後の動向

介護人材の確保は重要であり、
100万人分の介護を担う人材をど

のように確保するのか考える必要
がある。

○人材の確保については、キャリアパス等が必要
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有料老人ホーム ラ・ナシカ
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有料老人ホーム ラ・ナシカ



あおぞらの里 デイサービス
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あおぞらの里 デイサービス
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本資料は株式会社シダーの事業及び業界動向についての株式会社シダーによる現在
の予定、推定、見込み又は予想に基づいた将来の展望についても言及しています。
これらの将来の展望に関する表明は様々なリスクや不確かさが内在しております。

既に知られたもしくは今だに知られていないリスク、不確かその他の要因が、将来の展
望に対する表明に含まれる事柄と異なる結果を引き起こさないとも限りません。株式会
社シダーは将来の展望に対する表明及び予想が正しいと約束することはできず、結果は
将来の展望と著しく異なるか、更に悪いことも有り得ます。
本資料における将来の展望に関する表明は、2013年12月3日現在において利用可能な
情報に基づいて株式会社シダーにより2013年12月3日現在においてなされたものであ

り、将来の出来事や状況を反映して将来の展望に関するいかなる表明の記載をも更新
し、変更するものではありません

本資料の取り扱いについて

2013年12月3日 株式会社シダー


